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独立行政法人地域医療機能推進機構 ＪＣＨＯさいたま北部医療センター 

令和３年度 第 1 回 地域協議会 議事録 

 

○ 日  時:令和３年１１月４日（木） １９:３０～２０:３０ 

○ 場  所:さいたま北部医療センター 大会議室 

○ 議  題:1. 病院の近況について 

       2. 収支状況等報告 

       3. その他（意見交換） 

○ 出 席 者:松本雅彦（大宮医師会会⾧）、遠藤俊輔（自治医科大学付属さいたま医 
療センター⾧）、青木龍哉（さいたま市保健福祉局理事）、松浦祐史（さ
いたま市保健福祉局地域医療課⾧）田中孝之（さいたま市北区自治連合
会会⾧）、黒田豊（院⾧）、小池信行（副院⾧）、菅原養厚（副院⾧）、
中條洋（院⾧補佐）、文才理（看護部⾧）、佐藤友彦（事務⾧）、藤原
司（事務⾧補佐）、工藤夕貴（地域連携室係⾧）、佐藤弘明（書記）  

〇 院⾧挨拶 
〇 委員紹介 
〇 議⾧の選出:遠藤委員 
 
1. 病院の近況報告 

・別添資料により、病院の近況について佐藤事務⾧より説明 
① 新型コロナワクチン接種について 

（田中会⾧）コロナワクチン接種を行っているが、予約方法に関して地域住民へ周知 
されていないことから、予約方法を明確にしたうえで可能な限り学校や企業単位で 
組織的に接種をお願いしたい。 

（佐藤事務⾧）コロナワクチン接種にあたっては、かかりつけ患者を中心に院内掲示 
等にて周知し、ワクチンの供給が不安定の中、ワクチンが確保でき予約枠に余裕が
ある際は、近隣の学校関係者、企業へ声掛けをさせていただいた。3 回目の接種予
約の際には、ご意見を参考にさいたま市のシステムでの予約を検討していきたい。 
② インフルエンザワクチン接種について 

（田中会⾧）インフルエンザワクチンの接種状況を教えていただきたい。 



2 
 

（佐藤事務⾧院⾧）既に３００名ほど接種しているが、まだ予約枠に余裕がある。なお 
実際にワクチンが確保できたら予約枠を開放している。接種者は、昨年と同数の４０ 
０名程度は接種可能と見込んでいる。 

 
2. 収支状況等報告（藤原事務⾧補佐） 

・別添資料により、収支状況報告について藤原事務⾧補佐より説明 
① 利用状況について 

（遠藤センター⾧）外来の稼働状況がコロナの感染が拡大する前の 2019 年度と比較 
し、７０％に満たないようだが診療科ごとに傾向はあるのか。 

（佐藤事務⾧） 診療科ごとの大きな偏りはなく、全般的に落ち込んでいる状況。 
（松本会⾧）自院でも急性期の患者が少ないため、紹介する患者も減少している。健 

診で精密検査が必要な患者は紹介しているので、患者数が増えていくよう引き続き
紹介先として頑張ってもらいたい。また、予約に関してはスムーズに取れるよう改
善しているため、助かっている。 

 ② 地域包括ケア病棟について 
（遠藤センター⾧）地域包括ケア病棟の稼働状況と院内転棟率の現状を教えていただ 
 きたい。また、地域包括ケア病棟は非常に重要なので活発に運用してもらいたい。 
（院⾧）病床稼働率は７割程度。転棟率は院内転棟３割、介護施設等からの入院が３ 

割、転院依頼が３割と比較的均等に分かれている。 
 ③ 心電図伝送システムについて 
（松本会⾧）さいたま市内の心電図伝送システムリストに名前があるが、運用は難しい 

か。 
（菅原副院⾧）当院から上位病院へ転院する際に情報共有目的で心電図伝送システム 
 を導入したが、女性医師 1 名が育児休業中であったことから循環器内科医師１名で 

は救急隊の搬送依頼は受け入れ体制として不十分であった。今後、育児休業明けの 
医師と２名体制で対応できるか検討していきたい。 
 

３．その他（意見交換） 
 ① コロナ感染者の受入れについて 
（松本会⾧）国から第６波に備え、病床を増やすよう通知されていると思うがどのよ 

うな回答をしたか教えていただきたい。 
（院⾧）確保病床数３２床の２割増の３８床で回答している。しかし、現在は医療提 
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 供体制がフェーズⅢのため２４床に減らしており、さらにフェーズⅡまで下がった 
 場合１４床まで減らすので、空床補償もなくなり入院患者確保が必須となってい 

る。そのためには、救急車を引き受ける若い総合診療医の人材確保が最優先の課題 
となる。 
② 健康便りについて 

（田中会⾧）今後の健康便りに季節的な健康情報や健康アドバイス等を発信してもら 
 いたい。また、健康に関する相談窓口を検討してもらいたい。 
（院⾧）病院の基本的な立ち位置として、まずはかかりつけ医へ相談し、かかりつけ 
 医の判断で当院へ紹介してもらうといった流れを構築していきたいので、当院が直

接相談を受けるのではなく、今後の健康便りにかかりつけ医を持ちましょうといっ
た内容を含めて住民の方へお知らせしていこうと考えている。 

（遠藤センター⾧）テレビ会議等を用いて地域医療連携の会などを開催し、かかりつ 
 け医と貴院の連携をさらに図ってもらいたい。 
 

４．次回開催について 
（事務⾧補佐）令和３年度第２回は３月開催予定。日程調整のうえ後日お知らせとい
たします。  
 

以上 


